
SMBTSD newsletter Vol.3-1 2022.12.16.

「反応性アストログリオーシスを定量化する新規画像バイオマーカーの研究開発：認知症疾患の層別化における[18F]SMBT-1の有用性の検討」

関係者の皆様

平素より大変お世話になっております。お陰様で全国でスキャンを開始してい
ただき大変ありがとうございます。
2022年12月16日現在の登録数を報告させていただきます。グラフ横軸は症例数

で、2022年度末までに達成すべき検査実施数がグレー(上図)で、期間全体での実
施数がブルー(下図)で表示されています。オレンジのグラフが現在の登録数です。
依然としてMCI症例の不足が最大の問題となっております。MCIのフォロー

アップ研究の対象者数が16名ですので、今年度中にMCIを全体で最低でも16名は
スキャンしておく必要がありますが、現在はまだ13名に留まっております。
なんとか、中京・関東地区の先生にご尽力いただければ幸いです。非AD疾患の積
み上げも非常にありがたい状況でございます。次頁に地区毎の達成度も配信させ
ていただきます。今後とも何卒ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

研究代表医師 田代学拝

*東北地区の目標症例数は2021年度分の目標症例数も含む

*

MCI 50.0%

AD 90.0%

PSP 16.7%

FTLD 83.3%

DLB 57.1%

HC 123.8%

all 76.3%

全体達成度(～2022)

MCI 32.5%

AD 75.0%

PSP 8.3%

FTLD 33.3%

DLB 33.3%

HC 76.5%

all 46.4%

達成度(期間全体)
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「反応性アストログリオーシスを定量化する新規画像バイオマーカーの研究開発：認知症疾患の層別化における[18F]SMBT-1の有用性の検討」

関係者の皆様

平素より大変お世話になっております。地区毎の達成度も配信させていただき
ます。未達成の疾患名の欄にマーカーを付けております。
今後とも何卒ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

研究代表医師 田代学拝

関東地区 目標症例数2022 関東地区登録数

MCI 8 1 MCI 12.5%

AD 2 1 AD 50.0%

PSP 1 0 PSP 0.0%

FTLD 2 1 FTLD 50.0%

DLB 2 0 DLB 0.0%

HC 5 2 HC 40.0%

all 20 5 all 25.0%

中京地区 目標症例数2022 中京地区登録数

MCI 8 1 MCI 12.5%

AD 2 3 AD 150.0%

PSP 1 0 PSP 0.0%

FTLD 2 0 FTLD 0.0%

DLB 2 0 DLB 0.0%

HC 5 11 HC 220.0%

all 20 15 all 75.0%

東北地区 目標症例数2022+21 東北地区登録数

MCI 10 11 MCI 110.0%

AD 6 5 AD 83.3%

PSP 4 1 PSP 25.0%

FTLD 2 4 FTLD 200.0%

DLB 3 4 DLB 133.3%

HC 11 13 HC 118.2%

all 36 38 all 105.6%

達成度(～2022)

達成度(～2022)

達成度(～2022)


